
 

 

 

 

 

 

複数のファイルに対しＤｅｆｏｃｕｓ補正を行う 

 ＤｅｆｏｃｕｓＤｉｓｐｓｅソフトウエア 

 Version 1.1１M 

 

 

 

DefocusMakeTABLE ソフトウエアで作成した TABLE を用いて 

極点図を経ないで自動的に Defocus 補正を行う。 

バックグランド処理は行わないので、バックグランド測定が行われない測定データが対象 

（Version 1.0） 

TABLE ファイルは Defocus プロファイルを多項式で近似しているので 

対象極点図の測定間隔は問題とならない 
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概要 

 ＲＡＰＩＤで測定した極点図にＤｅｆｏｃｕｓ処理を行うには 

 ＲＩＮＴの極点処理でおこなわなければならないが、この極点処理は 

 広角用に作成されているので、極点図の測定範囲が同じでなければならない 

 測定範囲が異なるとはじかれる場合があります。 

 本プログラムは、２ＤＰで作成されるＡｓｃファイルに対し、 

Ｄｅｆｏｃｕｓ処理を行う事を目的に作成しました。 

 

処理の流れ 

 

 

 ｒａｎｄｏｍデータをＲＡＰＩＤで測定し、２ＤＰにより極点図を作成 

 作成した極点図には強度０．０のデータが含まれている。 

 ＺｅｒｏＣｕｔプログラムでβ方向すべてｚｅｒｏの領域を取り除く 

 ＲＩＮＴ極点処理にてデータを加工し ＊．ｐｏｌデータを作成 

 ＡＳＣＩＩ変換にて、ＴＸＴデータに変換 

 このＴＸＴデータをＤｅｆｏｃｕｓＭａｋｅＴＡＢＬＥプログラムで 

 複数の指数のＴＡＢＬＥファイルに変換 

 このＴＡＢＬＥファイルを元に２ＤＰで切り出したＡＳＣファイルの 

Ｄｅｆｏｃｕｓを行う。 

 



 ｒａｎｄｏｍ試料 

 ＲＡＰＩＤ測定 

 ２ＤＰで加工（ＡＳＣ） 

 ＺｅｒｏＣｕｔｄｅ加工（ＡＳＣ） 

 極点処理（ｐｏｌ） 

 ＡＳＣＩＩ変換  

 ＤｅｆｏｃｕｓＭａｋｅＴＡＢＬＥでＴＡＢＬＥ作成 

  

 試料測定 

 ＺｅｒｏＣｕｔ 

 ＤｅｆｏｃｕｓＤｉｓｐｏｓｅプログラムでＤｅｆｏｃｕｓ補正 

 （このときＴＡＢＬＥを使う） 

 

 

ＴＡＢＬＥ作成時の注意点 

ＺｅｒｏＣｕｔプログラムではデータと同じディレクトリに加工された範囲を 

記述したファイルが作成されている。ＰＦｃｏｎｄｉｔｉｏｎ．ｔｘｔ 

111Zcut.asc  astart=35.0 astop=85.0 

200Zcut.asc  astart=35.0 astop=85.0 

この１１１面でＴＡＢＬＥ作成を行う場合 

極点図の中心を９０．０から０．０に変更されているので 

以下のプログラムのｓｔｒａｔａｌｆａ＝９０－ａｓｔｏｐとする。 

予め StartAlfa に５．０を入力してファイルを指定する。 

 

 



変換後のテーブル 

 

 

複数の反射が必要な場合、エディッタで追加する。 

項目の先頭に指数を記述する。 

ＤｅｆｏｃｕｓＤｉｓｐｏｓｅプログラムがＬＩＳＴＴＡＢＬＥを参照する場合 

この先頭の指数で自動的にプロファイルを探し、変換する。 

 

 

ＤｅｆｏｃｕｓＤｉｓｐｏｓｅプログラムの使い方 

 

ＴＡＢＬＥ指定 

 ＤｅｆｏｃｕｓＭａｋｅＴＡＢＬＥソフトウエアで作成したＴＡＢＬＥファイル 

 を指定する。 

  

変換対象ファイルの指定（複数指定可能） 

  

変換開始 

  

結果は変換対象ファイルと同一ディレクトリにファイル名＋Ｄｉｓｐｏｓｅが追加された 

ファイルが作成される。 


